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検討会結果

テーマ検討会での意見（抜粋）

（情報発信）

・正確で公的な情報を出す

・頑張っている団体の事例紹介

（条例周知）

・推進会議委員を計画の協議の場及び各団体へ周知

するブロックに分ける

・もっと簡単に「周知と実行」を書けばいい

・条例の周知を懇談会等で進める

・ボランティアやＮＰＯ団体へも条例やまちづくり

を周知する必要

（将来の主体的なまちづくり）

・１０年後、１５年度に町民が「住んで良かった」

と思えるまちづくり

・つながる仕掛けを町民が考える

・すみわけ、役割分担をし、町や団体と話し合う場

・何でも行政がやると、管理も行き届かなくなって

しまうので、地域で管理できるところは地域で

・健康で長生きしたい、地域に貢献したい

・実際的、具体的に行動面を文章化し、各団体の頑

張っている事業の掘り起こし

（話し合える環境づくり）

・楽しく話すことのできる場をつくる

・声をかけてもらう機会、個人的にお願いされる機

会があれば

・委員以外の他団体にも声をかけて話し合う、各団

体からの意見を集約



（仮称）協働のまちづくり推進計画の骨子（事務局案） 資料２

テーマ検討会における意見をもとに、事務局で骨子（案）を作成

※奈良市計画Ｐ１５を参考に作成

基本方針 １ 条例の周知及び情報の提供

基本方針 ２ 参画及び協働の推進

基本方針 ３ まちづくり活動の支援

周知
啓発

情報公開
情報共有

参画
協働

住民自治

活動支援
庁内連携

主要テーマ

１ 町民や各団体へ条例の周知

２ 行政情報やまちづくりに関する情報の発信

１ 町民が参画しやすい環境づくり

２ あらゆる町民や団体が連携及び協働できる体制づくり

１ 基礎的コミュニティ、まちづくり協議会や公益活動団体への支援

２ 庁内及び各団体等との協働事業の推進


